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今
回
紹
介
す
る
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
所
蔵
「
東
寺
造
営
方
評
定
引
付
（
1
（

」
は
、
文
明

十
四
年
（
一
四
八
二
（
に
東
寺
寺
内
組
織
の
う
ち
の
ひ
と
つ
で
あ
る
造
営
方
組
織
で

作
成
さ
れ
た
引
付
で
あ
る
。
造
営
方
は
東
寺
の
伽
藍
等
の
造
営
・
修
理
に
関
す
る
組

織
で
あ
り
、
造
営
料
所
の
管
理
に
あ
た
っ
た
部
署
で
あ
る
。

装
丁
は
袋
綴
装
、
楮
紙
、
法
量
は
二
八
・
四
×
一
八
・
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
原

表
紙
一
丁
、
本
文
十
丁
か
ら
な
る
一
冊
で
、
東
寺
の
他
の
組
織
の
引
付
と
ほ
ぼ
同
じ

法
量
で
あ
る
。
末
尾
に
欠
落
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
原
装
共
紙
表
紙
に
覆
表
紙
を
付

し
て
い
る
。

室
町
期
東
寺
の
各
寺
僧
組
織
で
は
そ
れ
ぞ
れ
評
定
が
開
か
れ
、
引
付
と
呼
ば
れ
る

衆
議
録
が
作
成
さ
れ
た
が
、
造
営
方
も
そ
の
例
外
で
は
な
く
評
議
の
場
で
引
付
が
作

成
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
廿
一
口
方
や
学
衆
方
等
他
の
組
織
の

引
付
が
数
多
く
伝
来
し
て
い
る
一
方
で
、
造
営
方
の
引
付
原
本
と
し
て
は
現
在
の
と

こ
ろ
、
今
回
紹
介
す
る
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
所
蔵
「
東
寺
造
営
方
評
定
引
付
」（
以
下

「
造
営
方
評
定
引
付
」（
が
唯
一
の
も
の
の
よ
う
で
あ
る
（〔
補
注
〕
参
照
（。
よ
っ
て

造
営
方
組
織
の
具
体
的
な
評
議
内
容
お
よ
び
組
織
と
し
て
の
機
能
を
知
り
え
る
貴
重

な
史
料
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
な
お
、
も
と
は
「
東
寺
百
合
文
書
」
と
し
て
伝

来
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

文
明
十
四
年
は
廿
一
口
供
僧
方
、
鎮
守
八
幡
宮
供
僧
方
お
よ
び
最
勝
光
院
方
等
他

の
寺
僧
組
織
の
引
付
が
現
存
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
「
東
寺
百
合
文
書
」
等
「（
広

史
料
紹
介西

尾
市
岩
瀬
文
庫
所
蔵
「
東
寺
造
営
方
評
定
引
付
」

貫　
　

井　
　

裕　
　

恵

義
の
（
東
寺
文
書
」
内
に
伝
来
す
る
古
文
書
の
ほ
か
に
、
こ
れ
ら
の
引
付
の
記
事
も

あ
わ
せ
て
み
て
い
く
こ
と
で
、
造
営
方
の
具
体
的
な
役
割
が
垣
間
み
え
て
く
る
。
そ

こ
で
本
稿
で
は
、
こ
の
「
造
営
方
評
定
引
付
」
を
紹
介
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
造
営

方
の
組
織
と
機
能
に
つ
い
て
触
れ
て
み
た
い
。

ま
ず
執
筆
者
に
つ
い
て
、
各
寺
僧
組
織
の
引
付
は
、
通
常
そ
の
年
の
年
預
（
奉
行
（

に
よ
り
執
筆
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
こ
の
年
の
「
造
営
方
手
文
箱
送
進
状
」
の
発
給

者
か
ら
、
文
明
十
四
年
造
営
方
年
預
（
奉
行
（
の
金
勝
院
融
寿
で
あ
る
こ
と
が
し
ら

れ
る（2
（

。
つ
ぎ
に
「
造
営
方
評
定
引
付
」
が
生
成
さ
れ
た
場
で
あ
る
造
営
方
に
つ
い
て
、
先

論
に
導
か
れ
な
が
ら
確
認
し
て
み
た
い
。

従
来
造
営
方
に
関
す
る
研
究
は
、
東
寺
の
造
営
大
勧
進
職
や
東
寺
領
荘
園
の
研
究

と
い
う
か
た
ち
で
、
主
に
造
営
料
所
に
つ
い
て
の
論
考
が
発
表
さ
れ
て
き
た
。
前
者

は
網
野
善
彦
氏
や
伊
藤
俊
一
氏
に
よ
る
研
究
が
あ
り（3
（

、
後
者
は
東
西
九
条
女
御
田
を

取
り
上
げ
た
須
磨
千
頴
氏
に
よ
る
研
究
（
（
（

、
東
西
九
条
に
つ
い
て
は
高
橋
敏
子
氏
に
よ

る
研
究
成
果
の
整
理
が
な
さ
れ
て
お
り（（
（

、
西
谷
正
浩
氏
に
よ
り
複
雑
な
伝
領
過
程
と

在
地
京
郊
荘
園
と
し
て
の
収
取
と
在
地
社
会
の
関
係
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る（（
（

。
歴

史
地
理
学
の
分
野
か
ら
は
金
田
章
裕
氏
に
よ
る
論
考
が
あ
る（（
（

。

一
方
で
、
造
営
方
組
織
を
扱
っ
た
も
の
と
し
て
は
、
橋
本
初
子
氏
の
論
考
が
あ
り
、

こ
こ
で
は
造
営
大
勧
進
職
と
湯
経
営
の
な
か
で
造
営
方
に
触
れ
て
い
る（（
（

。
ま
た
富
田
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正
弘
氏
は
中
世
東
寺
寺
院
組
織
の
な
か
で
制
定
さ
れ
た
法
（
規
式
・
法
式
（
と
そ
の

編
纂
を
論
じ
る
な
か
で
、
造
営
方
の
引
付
双
紙
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る（（
（

。
建
築
史

学
の
分
野
か
ら
は
、
後
藤
治
氏
が
南
北
朝
期
以
来
の
東
寺
の
造
営
事
業
と
大
工
職
の

か
か
わ
り
に
つ
い
て
論
じ
る
な
か
で
、
東
寺
の
代
表
と
し
て
造
営
方
針
を
決
定
す
る

場
と
し
て
造
営
方
組
織
の
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
て
い
る（（1
（

。
な
お
、
東
寺
の
造
営
全
般

に
関
し
て
は
京
都
府
立
総
合
資
料
館
歴
史
資
料
課
編
『
第
三
回
東
寺
百
合
文
書
展　

東
寺
の
造
営
』
に
詳
し
い（（（
（

。

近
年
小
寺
泰
二
氏
に
よ
り
造
営
方
奉
行
に
関
す
る
論
考
が
発
表
さ
れ
、
造
営
方
組

織
究
明
に
向
け
た
第
一
歩
が
切
り
拓
か
れ
た（（1
（

。
そ
も
そ
も
造
営
方
は
各
寺
僧
組
織
で

作
成
さ
れ
る
衆
議
録
で
あ
る
引
付
が
一
冊
し
か
伝
来
し
て
お
ら
ず
、
他
の
文
書
に
つ

い
て
も
手
文
箱
送
進
状
・
奉
行
合
点
状
・
散
用
状
等
が
ま
と
ま
っ
て
伝
来
し
て
い
る

も
の
の
、
造
営
方
の
組
織
や
機
能
を
伝
え
る
史
料
に
乏
し
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
。
そ
う
し
た
史
料
的
制
約
の
な
か
で
、
造
営
方
が
支
え
た
寺
院
財
政
の
具
体
的
な

規
模
や
東
寺
の
な
か
で
の
造
営
方
の
位
置
づ
け
を
明
ら
か
に
し
た
の
が
金
子
拓
氏
で

あ
っ
た（（1
（

。
金
子
氏
は
、
造
営
方
が
潤
沢
な
資
金
を
も
っ
て
寺
内
の
他
組
織
へ
融
資
活

動
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
東
寺
寺
家
と
し
て
「
安
定
」
し
た
寺
院
運
営
を
可
能
と

し
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
造
営
事
業
が
絶
え
間
な
く
続
い
て
い
た
室
町
期
東
寺
に

と
っ
て
、
こ
う
し
た
造
営
方
の
存
在
が
東
寺
寺
院
組
織
の
な
か
で
重
き
を
な
し
て
い

た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

金
子
氏
は
こ
の
画
期
を
康
正
二
～
三
年
（
一
四
五
七
～
一
四
五
八
（
に
求
め
、
宝

輪
院
宗
寿
ら
に
よ
る
造
営
方
再
編
に
よ
る
、
寺
内
各
組
織
に
資
金
を
融
通
し
う
る
組

織
へ
の
転
換
期
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る（（1
（

。
す
な
わ
ち
「
造
営
方
評
定
引
付
」

は
、
造
営
方
再
編
後
の
組
織
と
機
能
を
伝
え
る
貴
重
な
史
料
と
い
え
よ
う
。

以
上
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
、「
造
営
方
評
定
引
付
」
の
概
略
を
み
て
ゆ
き
文
明

十
四
年
の
造
営
方
の
組
織
と
機
能
の
実
態
に
つ
い
て
、
い
さ
さ
か
な
り
と
も
触
れ
て

み
た
い
。

○
伽
藍
の
修
繕
・
新
造
の
た
め
の
用
脚
準
備

「
鎮
守
西
之
築
地
覆
」（
三
月
二
日
条
（
か
ら
、
す
で
に
三
月
に
は
鎮
守
八
幡
宮

の
補
修
事
業
が
進
ん
で
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
さ
ら
に
七
月
に
は
同
八
幡
宮
造
営

の
大
工
任
命
お
よ
び
檜
皮
や
壁
の
入
足
注
文
が
作
成
さ
れ
て
い
る（（1
（

。
し
か
し
閏
七
月

十
九
日
の
大
風
に
よ
っ
て
「
鎮
守
御
殿
之
覆
」
が
吹
き
破
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
五

貫
文
を
借
用
し
て
修
繕
し
た
よ
う
で
あ
る
（
閏
七
月
二
十
一
日
条
（。
こ
う
し
た
修

繕
用
脚
の
準
備
も
造
営
方
の
仕
事
の
大
き
な
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。

○
破
損
し
た
仏
具
や
伽
藍
の
、
修
繕
・
新
造
の
判
断
お
よ
び
用
脚
の
決
定

造
営
方
組
織
に
お
け
る
破
損
物
へ
の
対
策
に
つ
い
て
は
、「
西
院
南
築
地
之
覆
」

（
三
月
二
日
条
（、「
御
影
堂
大
壇
礼
盤
半
畳
并
御
影
供
導
師
半
畳
」（
十
二
月
二
十
日

条
（
に
も
み
え
、
仏
具
か
ら
伽
藍
に
い
た
る
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
修
繕
が
必
要
か
ど
う

か
や
資
金
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
十
月
十
八
日
に
は
八
条
櫛
笥
に
あ
る
仏
乗
院
前
の
木
戸
に
つ
い
て
、
破
損

し
た
た
め
修
理
す
べ
き
か
が
話
し
合
わ
れ
、
新
造
す
る
こ
と
と
な
っ
た
（
同
月
同
日

条
（。
こ
れ
を
う
け
て
新
造
の
資
金
に
つ
い
て
披
露
さ
れ
て
い
る
（
十
二
月
二
十
日

条
（。こ

の
八
条
櫛
笥
に
あ
る
仏
乗
院
前
の
木
戸
に
つ
い
て
は
、
文
明
四
年
（
一
四
七
二
（

の
「
廿
一
口
供
僧
方
評
定
引
付
」
に
つ
ぎ
の
記
事
が
み
え
る
。

八
条
櫛
笥
仏
乗
院
比
木
戸
鍵
金
ハ
ツ
レ
取
間
、
造
営
奉
行
申
處
、
軈
可
申
候

由
候
也
（
（1
（

、

木
戸
鍵
金
の
修
理
申
請
に
つ
い
て
、
ま
ず
造
営
方
奉
行
か
ら
廿
一
口
供
僧
方
評
定

に
申
し
入
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
他
の
寺
僧
組
織
（
お
そ
ら
く
は
当
時
東
寺
寺
僧
組

織
の
な
か
で
主
導
的
地
位
に
あ
っ
た
廿
一
口
供
僧
方
が
多
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
（

へ
伽
藍
・
仏
具
の
修
繕
・
新
造
に
関
す
る
案
件
を
造
営
方
奉
行
が
寄
せ
る
が
、「
造

営
方
評
定
引
付
」
十
月
十
八
日
条
・
十
二
月
二
十
日
条
に
み
え
る
と
お
り
、
具
体
的
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な
修
繕
・
新
造
等
の
対
応
策
は
造
営
方
で
決
定
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
も

ち
ろ
ん
造
営
方
は
供
僧
に
よ
り
組
織
さ
れ
て
い
る
た
め
、
具
体
的
な
修
繕
等
に
は
あ

た
ら
な
い
も
の
の
、
東
寺
寺
家
と
し
て
の
対
応
策
を
講
じ
る
機
関
と
し
て
そ
の
役
割

を
負
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

○
造
営
料
所
東
寺
々
辺
散
在
田
地
の
経
営

東
寺
周
辺
の
散
在
田
地
に
ほ
ど
近
い
実
相
寺
は
、
そ
も
そ
も
公
方
の
管
領
で
あ
っ

た
が
、
堂
宇
の
修
理
を
機
に
惣
寺
（
東
寺
寺
家
（
の
管
領
と
な
っ
た
も
の
の
、「
無
人
」

で
あ
る
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
お
り（（1
（

、
実
相
寺
北
の
射
場
を
実
相
寺
の
管
理
下
に
置

く
こ
と
が
定
め
ら
れ
た（（1
（

。「
実
相
寺
北
之
屋
地
」
を
、
浄
見
了
蔵
、
ヒ
キ
タ
二
郎
、

乗
珍
法
橋
が
所
望
し
受
け
入
れ
ら
れ（（1
（

、
さ
ら
に
観
智
院
奉
公
者
又
二
郎
も
所
望
し
、

受
け
入
れ
ら
れ
る（11
（

。
こ
の
よ
う
に
東
寺
々
辺
の
散
在
田
地
の
所
有
を
確
定
さ
せ
た
う

え
で
、
造
営
方
で
は
地
子
の
配
当
を
決
定
し
て
い
る
（
九
月
二
十
五
日
条
（。
東
寺
々

辺
の
散
在
田
地
は
造
営
方
料
所
と
し
て
確
実
な
上
納
を
期
待
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。

○
造
営
料
所
女
御
田
の
経
営

東
西
九
条
女
御
田
定
使
道
忠
の
跡
職
を
、
菊
一
法
師
が
継
ぐ
件
に
つ
い
て
記
事
が

割
か
れ
て
い
る
（
九
月
二
十
八
日
条
、
十
月
十
九
日
条
、
十
二
月
二
十
日
条
（。
ま
た
、

女
御
田
の
う
ち
鳥
羽
方
・
九
条
方
の
損
免
に
つ
い
て
話
し
合
い
が
も
た
れ
て
い
る

（
十
月
二
十
二
日
条
（。

○
東
山
山
荘
の
普
請
入
足

足
利
義
政
の
東
山
山
荘
普
請
料
と
し
て
の
、
東
寺
へ
の
賦
課
の
う
ち
、
早
い
事
例

で
あ
る
（
十
月
二
十
五
日
条
（。
東
寺
と
東
山
山
荘
普
請
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、

黒
川
直
則
氏
の
論
文
に
詳
し
い（1（
（

。

○
造
営
方
供
僧
の
遷
替

「
文
明
十
四
年
廿
一
口
供
僧
方
評
定
引
付
」
に
よ
れ
ば
、
閏
七
月
二
日
に
没
し
た

正
覚
院
原
永
所
帯
の
十
八
口
供
僧
職
は
、
民
部
卿
僧
都
慶
清
が
継
ぐ
こ
と
と
な
り
、

慶
清
は
廿
一
口
供
僧
方
評
定
に
出
仕
す
る
よ
う
に
な
る（11
（

。
こ
れ
に
と
も
な
い
、
造
営

方
供
僧
職
も
受
け
継
ぎ
造
営
方
評
定
に
出
仕
す
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
九

月
二
十
五
日
条
（。
一
方
で
正
覚
院
原
永
所
帯
の
講
堂
供
僧
職
は
、
宝
泉
院
覚
永
が

継
い
で
い
る（11
（

。
造
営
方
組
織
の
構
成
員
は
供
僧
の
上
首
十
人
前
後
と
言
わ
れ
て
お

り
（
11
（

、
同
じ
く
供
僧
上
首
九
人
か
ら
構
成
さ
れ
る
講
堂
供
僧
・
護
摩
供
僧
を
併
せ
た
最

勝
光
院
方
組
織
と
近
似
し
た
構
成
員
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
今
回
の

よ
う
に
造
営
方
と
最
勝
光
院
方
で
同
じ
欠
員
補
充
人
事
と
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
造

営
方
の
構
成
員
の
選
定
内
規
が
年
代
に
よ
り
一
定
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
み
て
き
た
と
お
り
、
造
営
方
は
仏
具
か
ら
伽
藍
に
至
る
ま
で
の
修
繕
・
新
造

等
の
対
応
策
を
講
じ
、
そ
の
用
脚
を
都
合
す
る
と
い
う
、
伽
藍
維
持
の
実
務
的
権
限

を
有
し
、
実
行
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
寺
家
の
環
境
維
持
に
つ
と
め
る
一

方
で
、
造
営
料
所
の
管
理
も
怠
ら
な
か
っ
た
。
造
営
方
供
僧
の
選
定
内
規
に
つ
い
て

は
、
東
寺
寺
内
に
お
け
る
造
営
方
の
地
位
に
直
接
的
に
結
び
つ
く
と
は
考
え
に
く
い

が
、
選
定
内
規
を
含
め
た
造
営
方
の
組
織
自
体
に
な
ん
ら
か
の
変
化
が
あ
っ
た
こ
と

を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。

一
年
分
の
み
残
さ
れ
た
引
付
か
ら
、
造
営
方
の
組
織
と
機
能
を
読
み
解
く
こ
と
は

困
難
で
あ
る
が
、
室
町
期
東
寺
に
お
け
る
最
重
要
課
題
で
あ
っ
た
造
営
事
業
に
関
し

て
、
率
先
し
て
取
り
組
ん
だ
一
組
織
の
様
相
が
垣
間
見
ら
れ
た
。
造
営
事
業
の
み
な

ら
ず
東
寺
に
は
様
々
な
案
件
が
蓄
積
さ
れ
、
案
件
毎
に
担
当
す
べ
き
組
織
で
そ
れ
ら

が
評
議
さ
れ
、
寺
院
運
営
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
う
し
て
集
積
さ
れ
た
引
付
を
含

む
寺
院
文
書
は
、
文
明
年
間
前
後
よ
り
整
理
・
編
纂
事
業
が
行
わ
れ
る（11
（

。
寺
院
組
織
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の
性
格
の
変
化
と
寺
院
内
に
お
け
る
寺
院
運
営
文
書
の
編
纂
の
動
き
が
重
な
っ
て
く

る
こ
と
は
偶
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
今
後
は
そ
う
し
た
寺
院
の
組
織
と
文
書
管
理
の

あ
り
か
た
を
、
寺
家
総
体
の
な
か
で
と
ら
え
て
ゆ
き
た
い
。

〔
注
〕

（
1
（		

西
尾
市
岩
瀬
文
庫
所
蔵
「
造
営
方
評
定
引
付
」（
請
求
番
号
：
一
七
〇
七
九
─

一
四
四
─
五
六
（。

（
2
（		

文
明
十
四
年
十
二
月
晦
日
付
「
造
営
方
手
文
箱
送
進
状
」（「
東
寺
百
合
文
書
」
よ

函
一
七
〇
─
四
八
（。
融
寿
は
翌
年
の
造
営
方
年
預
宝
菩
提
院
教
済
に
造
営
方
手
文
箱

六
合
を
送
進
し
て
い
る
。

（
3
（		

網
野
善
彦
『
中
世
東
寺
と
東
寺
領
荘
園
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
八
年
（
第

Ⅰ
部
第
三
章
、
伊
藤
俊
一
「
室
町
時
代
に
お
け
る
東
寺
修
造
勧
進
─
諸
国
大
師
門
徒

勧
進
を
中
心
に
─
」（
東
寺
文
書
研
究
会
編
『
東
寺
文
書
に
み
る
中
世
社
会
』
東
京
堂

出
版
、
一
九
九
九
年
。
の
ち
同
『
室
町
期
荘
園
制
の
研
究
』〈
塙
書
房
、 

二
〇
一
〇
年
〉

に
再
収
。（。

（
（
（		

須
磨
千
頴
「
山
城
国
紀
伊
郡
東
西
九
条
女
御
田
に
関
す
る
一
考
察
」（
村
松
恒
一
編

集
代
表
『（
南
山
大
学
（
経
済
学
部
創
設
記
念
論
集
』
南
山
大
学
出
版
部
、
一
九
六
一

年
（。

（
（
（		

高
橋
敏
子
「
東
西
九
条
」（
東
寺
宝
物
館
編
『
東
寺
と
そ
の
庄
園
』
東
寺
宝
物
館
、

一
九
九
三
年
（。

（
（
（		

西
谷
正
浩
「
東
寺
領
山
城
国
東
西
九
条
の
伝
領
に
つ
い
て
」（『
福
岡
大
学
人
文
論

叢
』
三
一
─
一
、 

二
〇
〇
〇
年
（、
同
「
中
世
後
期
に
お
け
る
京
郊
庄
園
の
収
取
と
在

地
動
向
─
東
寺
領
山
城
国
東
西
九
条
を
素
材
と
し
て
─
」（『
福
岡
大
学
人
文
論
叢
』

三
二
─
三
、 

二
〇
〇
〇
年
（。

（
（
（		

金
田
章
裕
「
十
三
・
十
四
世
紀
に
お
け
る
京
郊
の
村
落
景
観
─
紀
伊
郡
北
部
の
事
例

─
」（
藤
岡
謙
二
郎
先
生
退
官
記
念
事
業
会
編
『
歴
史
地
理
学
都
市
研
究　

上
』
大
明

堂
、
一
九
七
八
年
（。

（
（
（		

橋
本
初
子
『
中
世
東
寺
と
弘
法
大
師
信
仰
』（
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
〇
年
（
第
四

章
。

（
（
（		

富
田
正
弘
「
中
世
東
寺
に
お
け
る
法
の
制
定
と
編
纂
─
法
式
と
引
付
の
整
備
─
」

（『（
京
都
府
立
総
合
資
料
館
（
資
料
館
紀
要
』
一
六
、 

一
九
八
八
年
（。

（
10
（		

後
藤
治
「
中
世
東
寺
に
お
け
る
造
営
の
様
相
」（『
普
請
研
究
』
一
八
、 

一
九
八
六

年
（。

（
11
（		

京
都
府
立
総
合
資
料
館
、
一
九
八
七
年
。

（
12
（		

小
寺
泰
二
「
東
寺
造
営
方
奉
行
に
つ
い
て
」（『（
京
都
府
立
総
合
資
料
館
（
資
料
館

紀
要
』
二
二
、 

一
九
九
四
年
（。

（
13
（		

金
子
拓
「
室
町
期
東
寺
造
営
方
の
活
動
と
そ
の
変
質
」（『
史
学
雑
誌
』
一
一
三
─

九
、 

二
〇
〇
四
年
（。

（
1（
（		

金
子
拓
「
寛
正
三
年
足
利
義
政
東
寺
御
成
と
東
寺
の
寺
院
経
済
─
室
町
殿
東
寺
御

成
再
考
─
」（
羽
下
徳
彦
編
『
中
世
の
社
会
と
史
料
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
五
年
（。

（
1（
（		

文
明
十
四
年
七
月
三
日
付
「
東
寺
八
幡
宮
立
願
造
営
召
文
案
」（「
東
寺
百
合
文
書
」

ひ
函
一
〇
八
（、
文
明
十
四
年
七
月
五
日
付
「
東
寺
八
幡
宮
御
殿
等
檜
皮
入
足
注
文
」

（「
東
寺
百
合
文
書
」
ひ
函
一
〇
九
（、
文
明
十
四
年
七
月
七
日
付
「
東
寺
八
幡
宮
壁
方

修
理
入
足
注
文
」（「
東
寺
百
合
文
書
」
ひ
函
一
一
〇
（。

（
1（
（		

「
文
明
四
年
廿
一
口
供
僧
方
評
定
引
付
」
三
月
八
日
条
（「
東
寺
百
合
文
書
」
く
函

二
六
（。

（
1（
（		

「
文
明
十
四
年
廿
一
口
供
僧
方
評
定
引
付
」
八
月
二
十
五
日
条
（「
東
寺
百
合
文
書
」

天
地
函
四
三
（。

（
1（
（		

「
文
明
十
四
年
廿
一
口
供
僧
方
評
定
引
付
」
九
月
七
日
条
（「
東
寺
百
合
文
書
」
天

地
函
四
三
（、「
造
営
方
評
定
引
付
」
九
月
二
十
五
日
条
。

（
1（
（		

「
文
明
十
四
年
廿
一
口
供
僧
方
評
定
引
付
」
九
月
十
六
日
条
（「
東
寺
百
合
文
書
」

天
地
函
四
三
（。

（
20
（		
「
文
明
十
四
年
廿
一
口
供
僧
方
評
定
引
付
」
九
月
十
七
日
条
（「
東
寺
百
合
文
書
」

天
地
函
四
三
（。

（
21
（		
黒
川
直
則
「
東
山
山
荘
の
造
営
と
そ
の
背
景
」（
日
本
史
研
究
会
史
料
研
究
部
会
編

『
中
世
の
権
力
と
民
衆
』
創
元
社
、
一
九
七
〇
年
（。
な
お
、
造
営
事
始
は
文
明
十
四

年
二
月
四
日
に
行
わ
れ
て
い
る
。

（
22
（		

「
文
明
十
四
年
廿
一
口
供
僧
方
評
定
引
付
」
閏
七
月
十
二
日
条
（「
東
寺
百
合
文
書
」

天
地
函
四
三
（。
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（
23
（		
「
文
明
十
四
年
最
勝
光
院
方
評
定
引
付
」
七
月
十
二
日
条
（「
東
寺
百
合
文
書
」
け

函
三
六
（。

（
2（
（		
京
都
府
立
総
合
資
料
館
歴
史
資
料
課
編
『
第
三
回
東
寺
百
合
文
書
展　

東
寺
の
造

営
』（
京
都
府
立
総
合
資
料
館
、
一
九
八
七
年
（。

（
2（
（		

金
子
氏
が
す
で
に
指
摘
し
て
い
る
と
お
り
、「
東
寺
造
営
文
書
符
案
」
や
「
見
聞
雑

記
」
等
、
寺
内
集
積
文
書
の
編
纂
を
行
っ
た
宝
輪
院
宗
承
の
師
は
、
造
営
方
奉
行
時

代
に
同
組
織
に
変
革
を
も
た
ら
し
た
宝
輪
院
宗
寿
で
あ
る
。
宝
輪
院
宗
承
に
つ
い
て

は
黒
川
直
則
「
宝
輪
院
宗
承
の
事
績
─
文
書
の
保
存
管
理
や
編
纂
と
の
関
係
を
中
心

に
─
」（
第
Ⅲ
期
第
六
回
東
寺
文
書
研
究
会
口
頭
報
告
、
二
〇
〇
二
年
（
に
詳
し
い
。

〔
補
注
〕
な
お
紙
面
の
余
白
を
借
り
て
付
言
す
れ
ば
、
現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
「
造

営
方
評
定
引
付
」
の
記
文
と
し
て
は
、「
康
正
三
年
（
一
四
五
七
（
造
営
方
法
式
条
々
」

（「
東
寺
百
合
文
書
」
け
函
七
（
に
、
数
ヶ
年
分
の
記
事
の
抄
出
が
あ
り
（
注
一
二
小

寺
氏
論
文
（、
文
明
十
四
年
以
外
の
「
造
営
方
評
定
引
付
」
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、「
応

永
十
一
年
（
一
四
〇
四
（
廿
一
口
供
僧
方
評
定
引
付
」
五
月
十
日
条
（「
東
寺
百
合

文
書
」
く
函
一
（
で
は
「
此
一
段
造
営
方
引
付
可
書
之
、」
の
注
記
が
み
え
、
造
営

方
に
お
い
て
廿
一
口
方
評
定
組
織
と
関
連
を
も
ち
な
が
ら
引
付
が
作
成
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。

〔
付
記
〕
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
所
蔵
「
造
営
方
評
定
引
付
」
の
閲
覧
に
あ
た
っ
て
は
、

岩
瀬
文
庫
の
方
々
に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

【
凡
例
】

（
一
（
原
文
に
は
適
宜
読
点
を
加
え
た
。

（
二
（
原
則
と
し
て
正
字
を
以
て
記
し
た
。
但
し
、
原
文
に
使
用
さ
れ
て
い
る
異
体

字
・
俗
字
を
適
宜
用
い
て
い
る
。

（
三
（
見
せ
消
ち
は
抹
消
文
字
の
左
傍
に
〻
を
も
っ
て
表
記
し
た
。

（
四
（
筆
者
の
判
断
に
基
づ
く
傍
註
・
註
記
は
（　

（
で
示
し
た
。

（
五
（
人
名
比
定
等
は
、
富
田
正
弘
「
中
世
東
寺
の
寺
院
組
織
と
文
書
授
受
の
構
造
」

（『（
京
都
府
立
総
合
資
料
館
（
資
料
館
紀
要
』
八
、 

一
九
八
〇
年
（
に
拠
っ
た
。

【
翻
刻
】

「（
表
紙
表
題
（

造
營
方
評
定
引
付
文
明
十
二二年

壬　
　

寅　

」	

○
第
一
丁
表

	

○
第
一
丁
裏
墨
付
ナ
シ
、

　

造
營
方
評
定
引
付
文
明
十
二二年

壬　
　

寅　

　
　
　
　
　

正
月
五
日

　
　
　

權
（
寶
輪
院
宗
壽
（

僧
正　

杲
覺　

堯
杲　

宏
淸　

原
永　

　
　
　

敎
濟　

覺
永　

俊
忠　

嚴
信　

重
禪

　
　
　

宗
承　

賴
俊　

宗
演　

祐
源　

寶
紹	

○
以
上
第
二
丁
表

　
　
　

杲
明　

俊
耀　

融
章　

融
守　

融
壽　

一
、
伽
藍
興
復
庄
薗
安
全
吉
事
條
〻
、
令
披
露

、	

○
以
上
第
二
丁
裏

　
　
　
　
　

三
月
二
日

　
　
　

權
（
寶
輪
院
宗
壽
（

僧
正　
　

敎
濟　

覺
永　

嚴
信　

賴
俊

　
　
　

宗
演　

祐
源　
　
　
　
　
　
　
　
　

融
壽

一
、
鎭
守
西
之
築
地
覆
修
理
事
、
令
披
露
之
處
、
可
有

　

沙
汰
之
由
、
治
定
了
、

一
、
西
院
南
築
地
之
覆
、
可
葺
歟
否
事
、
令
披
露
、
可
被

　

取
損
色
之
由
、
治
定
了
、	

○
以
上
第
三
丁
表
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○
第
三
丁
裏
墨
付
ナ
シ
、

　
　
　
　
　

閏
七
月
廿
一
日

　
　
　

敎
濟　

俊
忠　

嚴
信　

賴
俊　

宗
演

　
　
　

祐
源　

寶
紹　

杲
明　

俊
耀　

融
章

　
　
　

融
守　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

融
壽

一
、
去
十
九
日

、
大
風
吹
破
鎭
守
御
殿
之
覆
之
間
、
可
修
理
之

　

處
、
無
用
脚
之
間
、
可五
貫
文
計
可
借
用
之
由
、
治
定
了
、	

○
以
上
第
四
丁
表

	

○
第
四
丁
裏
墨
付
ナ
シ
、

　
　
　
　
　

九
月
廿
五
日

　
　
　

權
（
寶
輪
院
宗
壽
（

僧
正　

杲
覺　

敎
濟　

覺
永　

公
遍

　
　
　

慶
淸　

嚴
信　

賴
俊　

宗
演　

祐
源

　
　
　

寶
紹　

杲
明　

俊
耀　

融
章　

融
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

融
壽

一
、
女
御
田
鳥
羽
方
損
免
事
、
當
年
兩
度
、
閏
七
月
十
九
日
・

同
廿
九
日
、　　

吹	

○
以
上
第
五
丁
表

　

大
風
之
間
、

三
斗
計
可
被
遣
候
哉
由
、
治
定
了
、

一
、
竹
田
方
事
、
同
歬
、

一
、
閏
七
月
二
日
祈
、
故
原
（
正
覺
院
（
永
法
印
不
參
科
分
可
有
參

　

懃
否
事
、

遺
跡
被
尋
申
候
之
間
、
令
披
露
之
處
、
□
〔
不
〕

　

可
及
參
懃
云
々
、

一
、
寺
内
之
東
巷
所
北
寄
被
成
屋
地

、
仍
地
子

年
四

　

百
文
宛
可
出
了
、
家
二
宇
、　　
　

各
二
百
文
宛
也
、治
定
了
、

　

南
北
十
八
丈
四
尺
、
東
西
四
尺
五
寸
云
〻
、	

○
以
上
第
五
丁
裏

一
、
實
相
寺
之
北
巷
所
被

屋
地
、
近
年
射
場
、口
東
西
廿
丈
內
東
端

　

二
丈
除
之
、
殘
十
八
丈
九
屋
旉
分
之
、
各
二
丈
宛
、
但
次
郞
、 

一
丈　

五
尺
、

　

了
藏
、 

二
丈　

五
尺
、
与
之
、
地
子
每
年巷所
分四
百
文
、
可
分
配
九
人
云
〻
、

　

巷
所
分
南
北
四
丈
實
相
寺
內
六
丈
四
尺
、
都
合
十
丈
四
尺
也
、	

○
以
上
第
六
丁
表

〻

段
別

自

每

成

　
　
　
　
　

同
廿
八
日

　
　
　

權
（
寶
輪
院
宗
壽
（

僧
正　

敎
濟　

覺
永　

公
遍　

慶
淸

　
　
　

宗
演　

祐
源　

寶
紹　

杲
明　

融
章

　
　
　

融
守　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

融
壽

一
、
女
御
田
定
使
衜
忠
入
衜
跡
事
、
可
被
補
菊
一
法
師
由
、

　

治
定
了
、	

○
以
上
第
六
丁
裏

　
　
　
　
　

十
月
十
八
日

　
　
　

敎
濟　

覺
永　

俊
忠　

公
遍

嚴
信

　
　
　

賴
俊　

賴
俊　

宗
演　

祐
源　

寶
紹

　
　
　
　
　
　

〻
〻

　
　
　

融
章　

融
守　

慶
淸　
　
　
　

融
壽

一
、 

八
条
櫛
笥
木
戶
破
損
之
間
、
可
修
理
歟
由
、
可
披
露
之
處
、

　

可
新
造
云之
由〻
、
衆
儀
了
、	

○
以
上
第
七
丁
表

　
　
　
　

〻
〻

　
　
　
　
　

同
十
九
日　
内
談

　
　
　

權
（
寶
輪
院
宗
壽
（

僧
正　

杲
覺　

覺
永　

俊
忠　

公
遍　

　
　
　

嚴慶
淸　

嚴
信　
　
　
　
　
　
　
　

融
壽

一
、
女
御
田
定
給
事
、
先
定
使
衜
忠
跡
闕
可
且
分
之

　

由
申
候
、
勘
引
付
令
披
露
之
處
、
割
分
之
儀
、

　

無
引
付
之
上
、
評
定
衆
覺
語
〔
悟
〕之
趣
、
又
以
如
是
、
然
者
、

　

定
使
ハ
所
務
時
分
肝
要
之
間
、
當
定
使
ニ
一
圓
可
被
下
之
由
、	

○
以
上
第
七
丁
裏

　

治
定
了
、	

○
以
上
第
八
丁
表

　
　
　
　
　

同
廿
二
日

　
　
　

權
（
寶
輪
院
宗
壽
（

僧
正　

杲
覺　

敎
濟　

覺
永　

俊
忠　

　
　
　

公
遍　

慶
淸　

嚴
信　

重
禪　

賴
俊

　
　
　

宗
演　

祐
源　

寶
紹　

融
章　

融
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

融
壽

〻

〻 割
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一
、
女
御
田
鳥
羽
方
損
免
、
重
〻
雖
加
問
答
、
不
致
承
引
之	

○
以
上
第
八
丁
裏

　

間
、
段
別
三
斗
五
升
宛
被
下
者
、
地
下
エ
堅
可
申
付
之
由
、

　

下
司
代
申
之
由
、
披
露
之
處
仁
申
分
可
被
下
之
旨
、

　

評
定
了
、

一
、
同
（
東
西
九
條
（
庄
九
条
方
損
免
事
、
如
先
規
損
免
不
可
有
之
由
問
答

　

、
但
老
者
二
人
各
五
斗
宛
酒
直
下
行

、	

○
以
上
第
九
丁
表

　
　
　
　
　

同
廿
五
日

　
　
　

敎
濟　

覺
永　

公
遍　

嚴
信　

重
禪

　
　
　

宗
演　

祐
源　

寶
紹　

杲
明　

融
章

　
　
　

融
守　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

融
壽

一
、
東
山
淨
土
寺
御
山
莊
普
請
入
足
、
女
御
田
方
段
別
五
十
丈

　

宛
可
被
懸
之
由
、
治
定
了
、	

○
以
上
第
九
丁
裏

　
　
　
　
　

十
一
月
十
九
日

　
　
　

權
（
寶
輪
院
宗
壽
（

僧
正　

杲
覺　

堯
杲　

敎
濟　

覺
永

　
　
　

俊
忠　

公
遍　

慶
淸　

嚴
信　

重
禪

　
　
　

宗
承　

祐
源　
　
　
　
　
　
　

融
壽

一
、
女
御
田
九
条
方
未
進
事
、
堅
催
促
之
處
、
一
斗
計
事
ハ

　

爲
未
進
分
當來
年
江
有
御
延
引
者
、
可
畏
入
之
由
、

　

侘
事
申
候
云
〻
、
被
請
文
可
有
御
符
之
由
、
治
定
了
、	

○
以
上
第
十
丁
表

	

○
第
十
丁
裏
墨
付
ナ
シ
、

　
　
　
　
　

十
二
月
廿
日

　
　
　

權
（
寶
輪
院
宗
壽
（

僧
正　

杲
覺　

尭
杲
　

敎
濟　

  

宏
淸

　
　
　

覺
永　

俊
忠　

公
遍　

慶
淸　

嚴
信

　
　
　

重
禪　

宗
承　

祐
源　

俊
雄　

融
壽

一
、
唐
橋
大
宮
与
八
条
之
間
、
新
關
巷
所
地
子
事
、

　

半
分
宛
當
年
計
可
致
其
沙
汰
之
由
、
治
定
了
、	

○
以
上
第
十
一
丁
表

〻

一
、
女
御
田
定
使
并
給
分
衜
忠
之
跡
、
淸
和
泉
入
衜　

　

雖
口
入
申
、
於
給
分
者
、
仕
口
入
、
十
三
个
月
ニ
相
分
、
九
个
月

　

分
被
付
衜
忠
之
跡

、
於
定
使
者
、
任
時
之
棧器
用
被

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〻

　

召
仕
之
由間
、
可
止
口
入
之
由
、
﨤
答
了
、

一
、 

八
条
櫛
笥
、
佛
乘
院

歬
、　　

木
戶
入
足
卅
九
文貫
、
其
外
所
〻

　

修
理
入
足
等
令
披
露
了
、

一
、
御
影
堂
大
壇
禮
盤
半
疊
并
御
影
供
導
師
半
疊
、

　

差
直
入
足
二
貫
二
百
文
也
、
於
唐
莚
者
、
薩
摩
國
客
僧	

○
以
上
第
十
一
丁
裏

（
常
通
（

〻

〻
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